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取組みの具体的内容 

 

受 講 対 象 者 

ボランティアグループ（富来田･ふれあいの会） 

※地域で一人暮らしの方を対象としたサロン活動を行っている

ボランティアグループ（地区社協メンバーと兼務）。 

受 講 人 数 25 名 （男性 8 名、女性 17 名） 

講 座 開 催 時 間 
135 分 

（12：00～14：15） 
開催場所 公民館 

開 催 メ イ ト 数 1 名 実施企画 地域包括支援センター 

ボ ラ ン テ ィ ア 等 消費生活センター相談員 

使 用 教 材 

■ 認知症サポーター養成講座標準テキスト 

□ 認知症サポーター養成講座中学生用副読本 

□ 認知症サポーター養成講座小学生用副読本 

■ 100 万人キャラバンＤＶＤ 

独 自 の 取 組 み 紙芝居 

※■は使用教材。 

 

60 分 

（12:00～13:00） 

○認知症サポーター養成講座 

・認知症の方への接し方や認知症予防についての理解 

（DVD や紙芝居を活用） 

60 分 

（13:15～14:15） 

○消費生活センターの相談員による講義 

・消費者被害についての説明 

１ 最近の被害ケース 

２ 認知症の方が被害にあったケース 

●前半は認知症サポーター養成講座の内容を 1 時間で行い、後半 1 時間で消費生活

センターの相談員による講義を行った。 

講座の基本情報 

カリキュラム 

② 職域（ボランティア） 
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●前半（認知症サポーター養成講座）の内容は、DVD や紙芝居を活用し、接し方や

認知症予防について、受講者に理解を深めてもらった。 

●後半は消費生活センターの相談員から消費者被害についての説明をしていただ

き、最近の被害ケースや認知症の方が被害にあったケースの話をしていただいた。 

 

フォローアップのための講座ということで、前回と同様の内容や認知症につい

ての内容だけでは受講者にとってメリットが少ないと思われるため、認知症と関

連の強い消費者被害についての話を加えることとなった。バラエティのある内容

で理解・関心を持っていただき、地域での支え合いに協力をしていただけるよう

フォローアップ講座に内容を工夫を凝らすよう心がけている。 

 

地域包括支援センターセンターから、すでに講座を受講している団体宛に“フ

ォローアップ講座”の案内を郵送したところ、開催希望の連絡が入り、日程調整

し実施した。 

 

認知症の方の消費者被害ケースを現場の方から聞くことで、リアリティがあ

り、受講者も熱心に聞いていた。また実際のケースであったため、地域での見

守り意識の向上にも繋がったと思う。 

 

 

 
 
 
 

工夫点・特に気を付けていること 

取組みの背景、講座開催のきっかけ 

取組みの具体的効果、成果 

問い合わせ先 

【事務局】 

 木更津市高齢者福祉課支援担当 
 TEL：0438-23-2695 ／ FAX：0438-23-7181 


